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平成31年度 墨田区一般会計予算

平成31年度墨田区一般会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ119≤515≤000千円と定める。

２　歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表　歳入歳出予算」による。

（債務負担行為）

第２条　地方自治法第214条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間及び限度額は、「第２表

債務負担行為」による。

（特別区債）

第３条　地方自治法第230条第１項の規定により起こすことができる特別区債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率

及び償還の方法は、「第３表　特別区債」による。

（一時借入金）

第４条　地方自治法第235条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、10≤000≤000千円と定める。

（歳出予算の流用）

第５条　地方自治法第220条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、

次のとおりと定める。

a 各項に計上した給料、職員手当等及び共済費（賃金に係る共済費を除く。）に係る予算額に過不足を生じた場合に

おける同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。

平成31年２月　　日提出

墨 田 区 長　　　山 本 　 亨
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第１表　歳入歳出予算

歳　　入 （単位　千円）

款 項 金　　　額 款 項 金　　　額
１　特 別 区 税 24≤213≤000

１　特 別 区 民 税 22≤051≤000

２　軽 自 動 車 税 112≤000

３　特 別 区 た ば こ 税 2≤037≤000

４　入　　　　湯　　　　税 13≤000

２　地 方 譲 与 税 367≤000

１　地 方 揮 発 油 譲 与 税 97≤000

２　自 動 車 重 量 譲 与 税 260≤000

３　森 林 環 境 譲 与 税 10≤000

３　利 子 割 交 付 金 104≤000

１　利 子 割 交 付 金 104≤000

４　配 当 割 交 付 金 436≤000

１　配 当 割 交 付 金 436≤000

５　株式等譲渡所得割交付金 430≤000

１　株式等譲渡所得割交付金 430≤000

６　地 方 消 費 税 交 付 金 5≤109≤000

１　地 方 消 費 税 交 付 金 5≤109≤000

７　自 動 車 取 得 税 交 付 金 93≤000

１　自 動 車 取 得 税 交 付 金 93≤000

８　環 境 性 能 割 交 付 金 32≤000

１　環 境 性 能 割 交 付 金 32≤000

９　地 方 特 例 交 付 金 196≤000

１　地 方 特 例 交 付 金 196≤000

10 特 別 区 交 付 金 42≤364≤000

１　特別区財政調整交付金 42≤364≤000

11 交通安全対策特別交付金 21≤000

１　交通安全対策特別交付金 21≤000

12 分 担 金 及 び 負 担 金 2≤812≤754

１　負 担 金 2≤812≤754

13 使 用 料 及 び 手 数 料 2≤291≤563

１　使 用 料 1≤768≤782

２　手 数 料 522≤781

14 国 庫 支 出 金 23≤259≤071

１　国 庫 負 担 金 20≤181≤156

２　国 庫 補 助 金 3≤065≤941

３　国 庫 委 託 金 11≤974

15 都 支 出 金 9≤532≤831

１　都 負 担 金 4≤396≤214

２　都 補 助 金 4≤281≤780

３　都 委 託 金 854≤837

16 財 産 収 入 172≤438

１　財 産 運 用 収 入 172≤346

２　財 産 売 払 収 入 92

17 寄 付 金 305≤980

１　寄 付 金 305≤980

18 繰 越 金 1≤500≤000

１　繰 越 金 1≤500≤000

19 諸 収 入 1≤441≤186

１　延滞金、加算金及び過料 39≤604

２　特 別 区 預 金 利 子 39

３　貸 付 金 元 利 収 入 41≤824

４　受 託 事 業 収 入 256≤576

５　収 益 事 業 収 入 156≤393

６　雑　　　　　　　　　　入 946≤750

20 繰 入 金 2≤022≤177

１　基 金 繰 入 金 2≤022≤174

２　特 別 会 計 繰 入 金 3

21 特 別 区 債 2≤812≤000

１　特 別 区 債 2≤812≤000

歳　　　　　　入　　　　　　合　　　　　　計 119≤515≤000



歳　　出 （単位　千円）

款 項 金　　　額 款 項 金　　　額

１　議 会 費 677≤283

１　議 会 費 677≤283

２　総 務 費 9≤972≤806

１　総 務 管 理 費 8≤592≤896

２　徴 税 費 881≤366

３　選 挙 費 343≤912

４　統 計 調 査 費 66≤321

５　監 査 委 員 費 88≤311

３　区 民 生 活 費 6≤905≤147

１　区 民 諸 費 9≤728

２　戸籍及び住民基本台帳費 1≤164≤279

３　区 民 活 動 推 進 費 572≤327

４　区 民 施 設 費 1≤015≤687

５　文 化 振 興 費 1≤236≤377

６　ス ポ ー ツ 振 興 費 2≤906≤749

４　資 源 環 境 費 4≤037≤688

１　環 境 保 全 費 299≤460

２　廃 棄 物 対 策 費 3≤738≤228

５　民 生 費 67≤917≤205

１　社 会 福 祉 費 8≤418≤847

２　老 人 福 祉 費 5≤536≤910

３　心 身 障 害 者 福 祉 費 6≤586≤470

４　児 童 福 祉 費 29≤489≤568

５　生 活 保 護 費 17≤819≤771

６　国 民 年 金 費 65≤639

６　衛 生 費 4≤082≤892

１　衛 生 管 理 費 1≤151≤870

２　保 健 所 費 90≤229

３　公 衆 衛 生 費 1≤535≤132

４　区 民 健 康 費 1≤164≤733

５　環 境 衛 生 費 33≤148

６　医 療 費 107≤780

７　産 業 観 光 費 1≤626≤673

１　商 工 費 1≤088≤501

２　観 光 費 538≤172

８　土 木 費 11≤226≤466

１　土 木 管 理 費 967≤892

２　道 路 橋 梁 費 4≤325≤879

３　河 川 費 176≤688

４　公 園 費 1≤408≤969

５　建 築 費 349≤967

６　都 市 計 画 費 3≤997≤071

９　教 育 費 9≤968≤739

１　教 育 総 務 費 1≤940≤416

２　小 学 校 費 4≤135≤442

３　中 学 校 費 2≤506≤125

４　幼 稚 園 費 302≤883

５　地 域 教 育 費 1≤083≤873

10 諸 支 出 金 3≤000≤101

１　普 通 財 産 取 得 費 88≤650

２　公 債 費 2≤811≤449

３　競 馬 組 合 分 担 金 1

４　小切手支払未済償還金 1

５　償 還 金 及 び 還 付 金 100≤000

11 予 備 費 100≤000

１　予 備 費 100≤000

歳　　　　　　出　　　　　　合　　　　　　計 119≤515≤000
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第２表　債務負担行為

（単位　千円）

事　　　　項

大 学 誘 致 推 進 事 業
（ 既 存 施 設 改 修 工 事 ） 平成32年度 2≤111≤000

期　　　間 限　　　度　　　額

新保健施設等複合施設整備事業 平成32年度 184≤000

重度障害者グループホーム
（ 知 的 ） 整 備 支 援 事 業 平成32年度 77≤000

文花子育てひろば移転整備事業 平成32年度 247≤000

路 面 改 修 事 業 平成32年度 14≤000

北十間川・隅田公園観光回遊路
整 備 事 業
（道路・テラス修景整備）

平成32年度 74≤000

小中学校施設維持管理費
（小荷物専用昇降機改修工事） 平成32年度 22≤000

墨 田 区 土 地 開 発 公 社
に 対 す る 債 務 保 証

平成31年度
〜

平成41年度

墨田区土地開発公社が平成31年度
に協調融資団から借入れる事業資
金5≤000≤000千円及び利子相当分

墨 田 区 土 地 開 発 公 社
か ら の 用 地 取 得

平成31年度
〜

平成41年度

墨田区が墨田区土地開発公社から
取得する用地費

商工業融資の事業承継支援
資金融資に伴う利子補給 貸付残高の1≥8%以内

商 工 業 融 資 の 環 境 改 善
資金融資に伴う利子補給 貸付残高の2≥2%以内

第３表　特別区債

（単位　千円）

起債の目的 利　　率

8≥0％以内
（ただし、
利率見直
し方式で
借り入れ
る政府資
金及び地
方公共団
体金融機
構資金に
ついて、
利率の見
直しを行
った後に
お い て
は、当該
見直し後
の利率）

償還の方法

起債の時より据
置期間を含めて
30年以内に元利
均等その他の方
法により償還す
る。
ただし、区財政
の都合により償
還期間を短縮
し、若しくは繰
上償還又は低利
に借換すること
ができる。

限度額 起債の方法

証書借入又は証
券発行の方法で
政府その他より
起債する。
なお、当該年度
において未発行
のものがある場
合には、翌年度
において繰越発
行できる。

大学誘致推進事業 645≤000

ス ポ ー ツ 施 設
整 備 事 業 697≤000

災害援護資金貸付金 5≤000

道 路 整 備 事 業 849≤000

住宅市街地総合
整 備 事 業 102≤000

鉄道立体化事業 250≤000

公 園 整 備 事 業 177≤000

学校施設建設等事業 87≤000

計 2≤812≤000


